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論文内容の要旨
1.第1章　序論
文化的･社会的な中心地である中央(日本では近世以前は京都､近世以降は江戸･東京)で使用されて
いた語が地方に伝播した結果､中央では成し遂げなかった意味変化､つまり孤立的な意味変化を起こす
ことがある｡しかし､従来の方言研究では､地方における中央語の孤立的な意味変化がどのようなメカ
ニズムで生じるのかという問題に関して十分に議論されてきたとは言いがたい｡こうした現状を踏まえ､
本論文は次の目的を立てた｡
本論文の目的
日本において中央から発信された語が､各地域で起こした意味変化の実態を把握し､地方におけ
る中央語の孤立的な意味変化のメカニズムを解明する｡
本論文では､地方における中央語の孤立的な意味変化が生じるメカニズムについて考えるために､三
つの論点を設けた｡
《論点1 ≫中央から複数の地域に伝播した語は､各地域でどのようなパターンの意味変化を起こす
のか｡
《論点2 ≫中央から地方に伝播した語が､各地域で意味変化を起こすのはなぜか｡
《論点3≫地方における中央語の孤立的な意味変化は､どのように進行していくのか｡
《論点1》に対応する事例としてエズイを取り上げた｡その理由は､ユズイが中世の京都で使用されて
いた歴史的な中央語であるにも関わらず､現在方言として各地域で使用されている意味が中央語として
使用されていた時期のものと大きく異なるからである｡各地域でエズイがたどった意味変化を分析する
＼
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ことで､各地域における意味変化の地域的なパターンを浮かび上がらせることができるのではないかと
考えた｡
《論点2≫に対応する事例としては､廃棄を表す方言語桑のナゲル､ウッチヤル､ホールを取り上げた｡
ナゲル､ウチヤル(後のウッチヤル)､ホールは､本来は対象の移動を表していた語だが､異なる地域で
廃棄を表す語に変化したと考えられる｡不思議なのは､なぜナゲルが東北に分布し､ウッチヤルが関東･
中部･北陸に分布し､ホールが近畿周辺に分布しているのかという点である｡この点を追究することで､
特定の地域で中央語が孤立的な意味変化をする要因を把揺することができるのではないかと考えた｡
《論点3≫に関しては､仙台市で使用されている方言特有の程度副詞のイキナリを取り上げた｡全国的
に使用されている情態副詞のイキナリは､ ｢イキナリ車が飛び出してきた｡｣のように(突然)という意味
を表すが､仙台市で使用される程度副詞のイキナリは｢イキナリおいしい｡｣のように(非常に)の意味を
持つ｡程度副詞のイキナリは､情態副詞のイキナリから派生したと考えられるが､その変化がどのよう
なプロセスを経て進行したのかということは明らかではない｡仙台市におけるイキナリの意味変化を通
して､中央語が地方において孤立的な意味変化を起こした場合､どのように意味変化が進行していくの
かという問題について考察することにした｡
2.第2章　先行研究
《論点1 ≫に関連する意味変化の地域的な傾向に言及した先行研究は､異なる語嚢や文法形式の地域的
な変化を扱いながらも､結果として導かれた結論(たとえば､東日本における中央語の意味変化の独自
性や九州における古態の維持性)に共通性がある｡だが､こうした傾向がどのような原理で起きている
のかという問題の解明には至っていない｡
《論点2≫に関連する地域特有の意味変化が生じた要因について､先行研究では､地域特有の自然環境
や文化的な特性､また社会構造といった要因や地域住民の心理的な要因など言語以外の要因が指摘され
てきたが､最も重要だと思われる要因は在来の語桑体系の存在である｡けれども､こうした要因以外に
別の要因はないのかといった疑問がある｡
《論点3≫に関しては､地方における中央語の孤立的な意味変化が生じる過程を実証する研究自体が少
なく､不明な点が多く残されている｡
3.第3章｢エスイ｣の意味変化
関東､東北､九州で方言として使用されているユズイの意味が異なることに注目し､これらの地域に
おけるユズイの意味変化の過程を追うことで､ 《論点1≫を考察した｡ユズイの意味変化の分析は､中世
から近世にかけて東日本で書かれた文献資料を用いた文献学的方法と､福岡県福岡市､神奈川県愛甲郡･
旧津久井郡(現､相模原市)､東京都八丈島､宮城県仙台市(仙台市ではイズイと言う)での実地調査の結
果を踏まえ行った｡
中世の中央語として使用されていたユズイはく心理的に受け入れがたい事物･人物･行為に対する恐
怖感)を表していたと考えられる｡
だが､東日本(関東･東北)に伝播したユズイは｢対象に対する恐怖感(=中央語としてのユズイの原義)>
行為のしにくさ>違和感｣という変化をたどる｡東日本においてユズイがこのような意味変化を遂げた
要因には､ユズイが伝播する以前に東日本に定着していた恐怖感を表すオッカナイとの同義衝突(同じ
意味を表す語同士の接触)が考えられる｡なお､文献資料によれば､エズイの原義は､関東で17世紀前
半まで使用されていたが､近世以降､ユズイの原義の用例を関東で見つけることはできない｡また､行
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為のしにくさを表すユズイは､近世の東北の方言集に記載されているが､現在の東北にはない｡つまり､
日　におけるユズイの意P　変ヒは､変化が進むにつれ､ハ束の意味が消滅していくというパターンを
と_ど星三一万､九州北部では中世から近世にかけて中央語として使用されていたエズイの原義が残存し
ているが､ユズイの原義から派生した程度副詞のエズイも存在している｡つまり､九州北部におけるユ
ズイの意味変化は､古い意味を残しながら､新しい意味を生み出すパターンをたどる｡
関東､東北､九州北部以外の地域におけるエズイの意味変化を概観すると､まず､中央である京都を中
心とした畿内では､近世後期以降､エズイという語自体が消滅している｡これは､畿内で書かれた文献
資料や方言集にエズイが登場しないことから推測される｡注目されるのは､九州南部と中国･四国であ
る｡これらの地域には｢ずる賢い｣｢偉い｣｢冷酷｣という対象の属性を表すユズイが集中的に分布してい
る｡対象の属性を表すユズイは､エズイが本来表していた心理的に受け入れがたい対象に対する恐怖と
いう感情を対象の属性として捉え直すことで派生したと考えられる｡つまり､このタイプのエズイは､
九州北部や関東･東北のユズイの意味変化とは異なる過程をたどったと考えられる｡
以上で述べたことを踏まえる■と､次のようにまとめられる｡
関東より東側の地域:
対象に対する恐怖感(ユズイの原義) >行為のしにくさ>違和感
関東より西側の地域(畿内を除く) :
対象に対する恐怖感(ユズイの原義) >ずる賢い
対象に対する恐怖感(ユズイの原義) >偉い
対象に対する恐怖感(ユズイの原義) >冷酷 対象の属性を
表すようになる
対象に対する恐怖感(ユズイの原義) >程度副詞
【図1 】エスイの意味変化の東西差
【図1】でまとめたように､関東より東側の地域で生じた原義からの意味変化は一元的だが､畿内を除
く西側の地域においては原義からの意味変化は多元的である｡こうした東西差が生まれた背景には､関
東より西側にある地域(畿内を除く)の中には､ユズイの意味変化に関して他地域を圧倒するような求心
力を発揮する地域がなく複数の地域で個別にユズイの意味変化が起きたのに対し､関東より東側の地域
にはエズイの意味変化を起こす中心的な役割を担う地域があり､そこで生じた新しい意味が周辺地域に
波及し得るという仕組みが存在していたという事情が関与していたと考えられる｡
4.第4章　廃棄を表す｢ナゲル｣｢ウツチヤル｣｢ホール｣
廃棄を表すナゲル､ウッチヤル､ホールの成立要因を通して《論点2≫を考察した｡
廃棄を表すナゲルの意味変化については､廃棄を表すナゲルの使用地域が集中する東北で行った実地
調査(岩手県､宮城県､福島県での調査)と東北以外の地域として廃棄を表すナゲルを使用する鳥取県と
石川県で行ったアンケート調査をもとに分析した｡
ナゲルの原義(-歴史的には中央語のナグの意味であり､現在共通語として使われているナゲルの意
咲)から廃棄を表すまでの過程は次のように推定される｡
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ナゲルの原義
方言特有の意味Ⅰ
方言特有の意味Ⅱ
手の力だけを行使し､対象を手からはなし､目標点に
向けて対象を移動させる
1
対象を手からはなして移動させることで､主体と対象
の関わりを絶つ
1
対象を移動させることで､主体と対象の関わりを絶
対象の移動を表す
対象の廃棄を表す
【図2】ナゲルが廃棄を表すようになるまでの意味変化
ナゲルが【図2】のような変化を遂げた理由には､ナゲルの原義が表す対象の移動という行為の中に
`対象を手からはなして移動させることで､対象との関わりを絶つ'という側面があり､それが焦点化し
たことが理由として考えられる｡
これを別の視点から捉え直せば､すゲルの原義には｢対象の移動>対象の廃棄｣という変化の方向性が
内在しており､廃棄を表すナゲルを使用する地域(東北､九州､中国､北陸の一部)では変化が抑制されず､
廃棄を表すナゲルを使用しない地域(京都を中心とした畿内や関東)では変化が抑制されたということ
になる｡変化を抑制した地域がかつての中央である京都や中央と交流の多い地域であることを踏まえる
と､こうした地域は不特定多数の人々が交流するためコミュニケーションの支障になる語の意味変化を
容易に許さなかったということが考えられる｡一方､中央から地理的に離れ直接的な交流がない地域､
いわゆる遠隔地は人々の交流が限定されている分､中央で通用する言語規範が弱く､語に内在している
変化を抑制しない傾向が強かったために､ナゲルに内包されていた｢対象の移動>対象の廃棄｣という変
化の方向性が実現したのだと考えられる｡
ウチヤルからウッチヤルへの意味変化の考察は､中古から近世までの文献資料を用いた文献学的な方
法で行った｡そして､意味変化と深く関わるウチヤルからウッチヤルへの形態変化については､語の歴
史的変遷が地理的分布に現れるという周圏論的な考えに基づき､ 『日本言語地図』62図におけるウッチヤ
ルとその変種の分布から､変化の過程を推定した｡
かつての中央である京都で使用されていたウチヤルは､関東に伝播し､母音を重用しない東日本の音
声的な影響を受けた｡その結果､ウチヤル[utJijaru]を構成する音素の前舌狭母音[i]と有声硬口蓋接近
音[j]が融合しウチヤル[utljaru]という語形が派生し､その後失われた1モーラ分を補うため､ ｢ウチヤ
ル>ウチヤアル｣もしくは｢ウチヤル>ウッチヤル｣という変化が起きたと考えられる｡
I-=一-三……一二.'〒
【図3】ウチヤルの形態変化
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なお､形態変化には形式と意味の有契的な関係を消失させる傾向があるが､ウチヤルからウッチヤル
への意味変化もこのケースに該当する｡ウチヤルは東日本の音声的な特徴の影響を受け形態変化した結
果､ウチヤルという形式が表していた意味(当面の必要性がない対象を本来存在していた場所から移動
させる)との有契的な関係が途切れ､新しい形式に対して新しい意味を必要とするようになった｡その
結果､ウッチヤルは､ウチヤルの意味に内包されていた｢対象の移動>対象の廃棄｣という変化の方向性
にそうかたちで(必要性がない対象を本来存在していた場所から移動させ､主体と対象の関わりを絶つ)
という意味を獲得し､廃棄を表すようになったのだと考えられる｡つまり､ウチヤルからウッチヤルへ
の形態変化と意味変化には､東日本の音声的な特徴が要因として関わっている｡
廃棄を表すホールは､中央語が伝播した先の地方で孤立的な意味変化を遂げて成立した廃棄を表すナ
ゲルやウッチヤルの事情とは異なる｡ホールという語が初めて登場する中世の文献資料の用例と『日本
言語地図』62図におけるホールの分布状況を見る限り､廃棄を表すホールはかつて中央だった京都を中
心とした畿内で｢対象の移動>対象の廃棄｣という意味変化を起こしたと考えられる｡対象の移動を表
わすホールは､主体にとって重要ではないと見なされる事物を対象にすることから､そもそも本来の意
味が廃棄に近い性格を帯びていたと言える｡だが､ホールが廃棄を表すようになった意味変化の時期と
日本の中央が京都から江戸に移行した時期が重なったため､全国に伝播していくことができず､近畿周
辺に分布する方言という位置づけになったと考えられる｡
5.第5章　宮城県仙台市方言の程度副詞｢イキナリ｣
《論点3≫については､仙台市方言特有の程度副詞のイキナリを取り上げた｡仙台市方言特有の程度副
詞のイキナリについては､宮城県仙台市で実地調査を行った｡
共通語として使われている情態副詞のイキナリは動詞を修飾しく事態の成立の意外性と瞬間性)を意
味する｡仙台市で使用される方言特有のイキナリは､動詞だけではなく形容詞や形容動詞も修飾する｡
形容詞や形容動詞を修飾する仙台市方言特有の程度副詞のイキナリは｢イキナリおいしい｡｣ ｢イキナリ
立派だ｡｣のように使うが､この時､仙台市方言特有の程度副詞のイキナリは､話者や会話の相手にとっ
て意外性のある対象の状態しか問題にしない｡つまり､仙台市方言特有の程度副詞のイキナリはく事物
の状態の意外性と程度性)を意味する｡また､動詞が意味的に動作･変化･状態の程度について言及す
る余地を持っている場合(たとえば｢揺れる｣は強弱を表す表現と共起することができる)､そうした動
詞を修飾するイキナリは､程度副詞として機能することがある(｢イキナリ揺れた｣の場合､強く揺れた
ことを意味し､揺れた程度を問題にする)｡
仙台市方言特有のイキナリは､地理的な分布､文献資料の初例の年代､意味変化の理論を踏まえると､
情態副詞のイキナリを原義としく意外性)という特徴を維持しながら(瞬間性)のかわりにく程度性)を問
題にするようになった結果生じたと考えられる｡
そして､ (意外性)という意味的な特徴が情態副詞のイキナリと程度副詞のイキナリの間を有契的に結
び付けているために､ ｢情態副詞のイキナリ>程度副詞のイキナリ｣という変化が進行している間も､仙
台市方言話者の多くがイキナリの意味をめぐって混乱を起こすことがなかったのだと考えられる｡
また､仙台市方言特有のイキナリと共通語の情態副詞のイキナリに対して､ 60代以上の大半は両方を
一括して方言意識を持つが､若年層の大半は共通語意識を持つ｡このように仙台市方言特有のイキナリ
と共通語の情態副詞のイキナリを一括する言語意識に世代差はあるものの､両方を言語意識の上で区別
できない点は同じである｡これも､異なる二つのイキナリが(意外性)という意味的な特徴を介して有契
的な関係を築いているということが理由として考えられる｡
＼
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以上を踏まえると､地方限定の意味変化が地方に押し寄せてくる共通語化の波に飲み込まれることな
く孤立性を貫くには､地域の話者たちが中央語の意味(-共通語の意味)と方言特有の意味の間に有契性
を認識していることが必要だということがわかる｡そして､仙台市方言特有の程度副詞のイキナリの場
合は､我々が経験する現実世界の中に瞬間的で意外性に溢れた事態が程度性も持ちえる場合がいくつも
存在するという事実が､中央語の意味(-共通語の意味)と方言特有の意味の有契性を認識する根拠に
なったと考えられる｡
6.第6章　地方における中央語の孤立的な意味変化
第3章から第5章までの事例研究を通して導かれた結論と先行研究の成果を照らし合わせ､地方にお
いて中央語が孤立的な意味変化を起こすメカニズムについて考察した｡
第3章で取り上げたユズイの意味変化で注目される点は､中央から発信されたエズイが九州北部を除
いたほとんどの地域で意味を変化させているという事実がある｡これは､関東や西日本の複数の地域に
おいて､東西に定着していた方言語嚢の方が新参の中央語に対して優勢であり､在来の方言語嚢と中央
語との交替を無条件に行うような頼りない存在ではなかったということを示唆する｡おそらく､東日本
では一地域に､西日本では複数の地域に､当時の中央の言語体系とは異なる独自の色彩を持った確固た
る方言体系が存在しており､中央語のエズイはそうした地元の方言体系に取り込まれる際､在来の方言
語嚢と衝突したことで意味を変化させたと解釈される｡しかし､中央と九州北部を除いた東西の地域で
は同じ原理(-在来の方言語嚢との衝突がきっかけとなり意味変化が起きる)が働いたとしても､その時
にエズイの意味変化の方向に影響を与える素材(-在来の方言語嚢の意味)に大きな違いがあったため､
東日本では｢対象に対する恐怖感(-中央語としてのエズイの原義) >行為のしにくさ｣という意味変化
が起き､九州北部を除く西日本では｢対象に対する恐怖感(-中央語としてのユズイの原義) >対象の属
性｣という意味変化が起きたと考えられる｡
第4章で取り上げた廃棄を表すナゲルとウッチヤルの成立要因には､関東と東北において中央語が孤
立的な意味変化を起こす要因の違いが反映されている｡ウッチヤルの成立は､中央から伝播してきた中
央語のウチヤルが東日本の音声的な特徴の影響を受けたことに起因する｡これは見方を変えれば､関東
の方言体系に中央語のウチヤルが取り込まれたことが要因であり､関東におけるユズイの意味変化も同
様である｡つまり､関東で生じる中央語の孤立的な意味変化には､中央語を関東の方言体系に取り込も
うとすることが要因として働く傾向がある｡一方､東北で生じる中央語の孤立的な意味変化は､廃棄を
表すナゲルや仙台市方言特有の程度副詞のイキナリの派生のように､中央語としての意味に内在する変
化の方向性を抑制しないことが要因として働く傾向がある｡
第5章で取り上げた仙台市方言特有の程度副詞のイキナリは､ (意外性)という意味的な特徴を通じて
共通語の情態副詞のイキナリと有契的な関係が保たれている限り衰退を免れる｡だが一方で､この特徴
がある限り､仙台市方言特有の程度副詞のイキナリは完全に程度副詞にはなりきれない｡そういう意味
では､情態副詞のイキナリと共有する(意外性)という意味的な特徴は､仙台市方言特有の程度副詞のイ
キナリにとって地域社会に存続し続けるための命綱であり､程度副詞としての機能を全うできない足柳
である｡このように､かつて全国に伝播した中央語が現在も共通語として使用されている場合､共通語
の意味は､特定の地域で中央語から派生した方言特有の意味との有契性が保たれ得る範囲では孤立的な
意味変化の進行を支えるが､有契性が途切れるような範囲まで変化が進行すると､その変化を制御し孤
立的な意味変化の進行を調整することがある｡
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7.第7章　結論
従来の方言研究では､音韻･アクセント･文法といった分野で地方における中央語の孤立的な変化が
議論されることが多かったが､本論文は中央から地方に伝播した語の意味変化に焦点を置き､そのメカ
ニズムの一端を明らかにした｡
地方における中央語の孤立的な意味変化には､中央から伝播して来た語に対する各地域の対応が反映
されており､その対応には二通りある｡
土 
着■ 
化 
餐 容 宙碑ﾝﾙx?ﾉ_ｸﾋ?ﾈﾆ?偃h.異??ﾘ-?に中央語の意味を変化させる 
②中央語に内在している意味変化 
の方向性を抑制せず実現させる 
【図4 】地方における中央語の孤立的な意味変化
本論文の結論では､ ①の対応は関東や関東より西側の畿内と九州北部を除く複数の地域がとり､ ②の
対応は東北や九州北部がとる｡しかし､同じ対応でも､①の"在来の方言体系"に大きな違いがあるため､
東西における中央語の意味変化は異なるかたちの孤立性を帯びていくことになる｡また､ ②においても
東北と九州ではかつて伝播して来た中央語を維持する程度に違いがあるため､異なるパターンの意味変
化を起こす｡
今後の課題としては､中央語に対する各地域の対応(①②)に対して､各地域の在来の方言体系を構成
する語嚢､地域間の勢力関係､中央語を維持する程度など他の要素がどのように絡むのかといった問題
をはじめ､地方で生じた中央語の孤立的な意味変化における意味の派生原理に関する問題､共通語の意
味と方言特有の意味を繋ぐ有契性が限られた地域社会の共通認識となる要因やプロセスに関する問題な
どが挙げられる｡こうした課題に取り組むことは､方言語嚢の意味変化について考えることにはかなら
ないが､方言研究のみならず言語研究において非常に意義があるように思われる｡なぜなら､こうした
問題の延長には､人間が言語によって世界をどのように切り取り､世界をどのように体系付けているの
かという人間と言語の根源的な関係に関する問いがあるからである｡
論文審査結果の要旨
本論文は､日本語方言語嚢の成立に関する研究の一環として､中央から発信された語が､各地域で起
こした独自の意味変化の実態を把握し､そのメカニズムを解明しようとしたものである｡全体は､理論
編にあたる1 ･ 2章と､分析編にあたる3-5章､そして､まとめにあたる6 ･ 7章から成る｡
理論編にあたる第1章｢序論｣では､本研究の目的と方法について述べる｡すなわち､日本語の方言語
嚢の中には､中央で使用されていた語が地方に伝播した結果､中央では生じなかった独自の意味変化を
起こしたものがあるが､その意味変化のパターン､要因､進行過程を明らかにすることを目的として設
定する｡また､方法論的には､既存の方言資料を利用するほか､臨地面接調査に基づいて把握した各地
方言の実態と､文献調査による中央語史とを対比的に検討することで成果を導くことを説明する｡さら
に､第2章｢先行研究｣では､この目的に関する先行研究を概観し､本研究の分析に活かすために､それ
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らが含む課題を指摘する｡
分析編にあたる章のうち､まず､第3章｢｢ユズイ｣の意味変化｣では､関東･東北･九州で方言として
使用されているユズイの意味が異なることに注目し､これらの地域におけるユズイの意味変化の過程を
追うことで､中央から複数の地域に伝播した語が各地域でどのような意味変化を起こすのか､そのパター
ンについて論じる｡続く第4章｢廃棄を表す｢ナゲル｣｢ウッチヤル｣｢ホール｣｣では､廃棄を表すナゲル､
ウッチヤル､ホールの成立要因を通してて中央から地方に伝播した語が各地域で意味変化を起こすのは
なぜか､その要因について検討する｡さらに､第5章｢宮城県仙台市方言の程度副詞｢イキナリ｣｣では､
仙台市方言特有の程度副詞イキナリを取り上げ､地方における中央語由来の語の独自の意味変化はどの
ように進むのか､その進行過程について明らかにする｡
まとめにあたる第6章｢地方における中央語の孤立的な意味変化｣と第7章｢結論｣においては､以上
の論述を整理し､地方における独自の意味変化には､中央から伝播して来た語に対する各地域の対応の
違いが反映されており､そのような対応としては､在来の方言体系に取り込むために中央語の語の意味
を変化させる場合と､中央語に内在している意味変化の方向性を抑制せず実現させる場合とがあると結
論付ける｡
方言に取り込まれた中央語の要素や体系が独自の変化を遂げることは､従来､音韻やアクセントの面
で指摘されてきた｡それに対して､本論文は､そうした地方独自の変化が語の意味の面でも活発に発生
している事実とそのメカニズムを解明した｡この成果は､方言語嚢の適時的研究､および､方言形成研
究の発展に大きく寄与するものと評価される｡
よって､本論文の提出者は､博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる｡
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